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堤
防
復
旧
工
事 

ど
こ
ま
で

決
壊
し
た
後
の
阿
武
隈
川
の
堤
防

（
令
和
元
年
10
月
15
日
撮
影
）

仮
復
旧
が
完
了
し
た
堤
防

（
令
和
２
年
９
月
23
日
撮
影
）

　

台
風
に
よ
る
河
川
の
増
水
で
、

阿
武
隈
川
、
鈴
川
の
堤
防
合
わ
せ

て
４
か
所
が
決
壊
し
ま
し
た
。
鏡

石
町
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
は
、
元

々
は
福
島
県
管
理
の
河
川
で
し
た

が
、
東
日
本
台
風
を
契
機
に
国
管

理
と
な
り
、
以
降
、
国
に
よ
る
堤

防
の
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
復
旧
工
事
に
要
す
る
期

間
や
、
従
来
の
堤
防
か
ら
ど
の
程

度
強
化
さ
れ
る
の
か
、
工
事
が
行

わ
れ
る
堤
防
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で

拡
げ
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
詳

細
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
堤
防
付
近
に
農
地
を

所
有
す
る
農
家
を
中
心
に
不
安
の

声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
武
隈
川
に
合
流
す
る

鈴
川
は
福
島
県
管
理
と
な
っ
て
お

り
、
こ
ち
ら
も
堤
防
の
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
２
つ

の
河
川
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
町
で
は
国
と
県

が
一
体
と
な
っ
て
治
水
対
策
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

動
き
始
め
た
水
害
対
策

東日本台風から１年
　

昨
年
10
月
に
東
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」
か
ら
今
月
で
１
年
。
鏡

石
町
で
は
、
阿
武
隈
川
沿
い
に
位
置
す
る
成
田
地
区
で
堤

防
決
壊
に
よ
り
河
川
の
水
が
流
れ
込
み
、
家
屋
や
農
機
具

の
浸
水
、
農
地
へ
の
土
砂
流
入
な
ど
、
地
域
住
民
が
大
き

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
現
在
の
成
田
地

区
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
町
と

し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
、
昨
年
の
台
風
を
経
験
し
た
成

田
地
区
の
方
々
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

安
心
安
全
な
居
住
環
境
を

　

東
日
本
台
風
に
よ
る
水
害
を
踏

ま
え
、
国
は
今
年
１
月
に
「
阿
武

隈
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
阿
武
隈
川
の
本
川

と
支
川
の
抜
本
的
な
治
水
対
策
と

流
域
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
、
総

合
的
な
防
災
、
減
災
対
策
を
令
和

元
年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画
で
進

め
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、

阿
武
隈
川
の
乙
字
大
橋
か
ら
う
つ

く
し
ま
大
橋
（
あ
ぶ
く
ま
高
原
道

路
）
ま
で
の
約
５
・７
km
が
国
の

直
轄
区
間
（
国
管
理
）
と
な
り
、

鏡
石
町
・
玉
川
村
・
矢
吹
町
の
３

町
村
が
遊
水
地
群
の
整
備
エ
リ
ア

と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

　

遊
水
地
は
、
河
川
に
沿
っ
た
地

域
で
一
時
的
に
水
を
貯
め
て
下
流

域
の
水
位
を
下
げ
、
居
住
地
の
洪

水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

と
な
り
ま
す
が
、
事
業
実
施
に
つ

い
て
は
、
国
の
意
向
と
成
田
地
区

の
意
向
を
そ
れ
ぞ
れ
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
関

係
課
職
員
か
ら
な
る
「
鏡
石
町
阿

武
隈
川
上
流
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
６
月
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
成
田
地
区
の
住
民
を

対
象
に
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、

遊
水
地
整
備
に
合
わ
せ
て
さ
ら
に

居
住
地
を
守
る
対
策
（
高
台
へ
の

集
団
移
転
や
居
住
地
の
盛
土
）
の

実
施
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　

遊
水
地
に
つ
い
て
は
、
秋
ご
ろ

か
ら
現
地
の
測
量
等
が
行
わ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
段

階
で
は
正
確
な
整
備
範
囲
等
は
示

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
町
で
は
今

後
、
用
地
面
積
等
の
詳
細
な
説
明

を
国
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
台
へ
の
集
団
移
転
は

地
域
全
体
の
理
解
が
必
要
で
あ
る

こ
と
や
、
町
単
独
で
の
事
業
実
施

が
困
難
で
あ
り
、
町
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
国
、
県
に
働
き
か
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
地
域

住
民
の
方
々
の
意
見
や
個
々
の
事

情
等
を
丁
寧
に
聞
き
、
集
団
移
転

の
是
非
や
方
法
、
時
期
な
ど
に
つ

い
て
慎
重
に
検
討
を
し
て
い
く
方

針
で
す
。

治
水
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
農
地
や
農
業
施
設

が
被
災
し
た
農
家
の
生
活
再
建
、

水
害
に
よ
る
人
口
減
少
と
そ
れ
に

伴
う
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
、
今
後
発
生
し
う
る
台
風
等
の

災
害
を
見
据
え
た
避
難
方
法
や
避

難
所
の
あ
り
方
な
ど
の
課
題
も
山

積
し
て
お
り
、
町
だ
け
で
な
く
、

国
や
県
も
一
体
と
な
っ
た
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

成
田
地
区
は
、
南
北
に
走
る
県

道
須
賀
川
矢
吹
線
を
境
と
し
て
、

阿
武
隈
川
に
接
す
る
県
道
東
側
の

河
原
地
区
に
農
地
が
広
が
り
、
県

道
の
西
側
に
は
住
宅
地
が
位
置
す

る
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
台
風
で
は
、
成

田
地
区
を
囲
む
阿
武
隈
川
、
鈴
川

の
堤
防
決
壊
に
よ
り
、
河
原
地
区

の
農
地
全
域
、
旧
地
名
・
宿
屋
敷

と
呼
ば
れ
る
地
域
の
81
世
帯
が
浸

水
し
ま
し
た
。

　

成
田
地
区
で
は
過
去
に
も
河
川

の
増
水
に
よ
る
浸
水
被
害
を
受
け

て
お
り
、
堤
防
の
強
化
等
に
よ
る

堤
防
決
壊
で
浸
水
し
た
成
田
地
区

（
令
和
元
年
10
月
13
日
撮
影
）

　

台
風
に
よ
る
水
害
で
、
成
田
地

区
で
は
避
難
が
遅
れ
て
家
に
取
り

残
さ
れ
た
人
が
い
た
ほ
か
、
高
台

へ
の
移
動
が
間
に
合
わ
ず
、
車
両

や
農
作
業
機
械
が
多
数
水
没
す
る

な
ど
、
避
難
方
法
に
つ
い
て
の
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
検
証
し
、
さ

ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
の
運

営
方
法
等
を
検
討
す
る
た
め
、
町

で
は
関
係
課
職
員
で
つ
く
る
「
成

田
地
区
水
害
避
難
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

成
田
地
区
の
住
民
を
対
象
に

実
施
し
た
意
見
交
換
会

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
７
月
に
設
置

し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
今
後
も

同
様
の
水
害
が
発
生
す
る
と
い
う

前
提
の
も
と
、
車
両
・
農
機
具
の

避
難
場
所
の
確
保
、
避
難
所
の
停

電
や
孤
立
対
策
の
ほ
か
、
被
災
想

定
区
域
内
の
世
帯
を
事
前
に
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

そ
の
対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
接
近
前
か
ら
の
国

や
県
、
町
の
行
動
計
画
を
時
系
列

で
示
し
た
「
鏡
石
町
阿
武
隈
川
水

害
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作
成

や
、
住
民
に
対
し
災
害
警
戒
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
た
行
動
を
呼
び
掛
け

る
「
成
田
地
区
水
害
避
難
行
動
」

を
作
成
し
成
田
地
区
に
配
布
す
る

な
ど
、
今
後
の
台
風
へ
の
対
応
基

準
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
を
使
っ
た
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
ベ
ッ
ド
の
導
入
、
避
難
者
用
ボ

ー
ト
を
配
備
す
る
こ
と
も
決
め
、

昨
年
の
水
害
を
教
訓
と
し
た
避
難

の
あ
り
方
、
快
適
性
と
衛
生
面
に

配
慮
し
た
避
難
所
の
運
営
に
つ
い

て
体
制
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ト
で
救
助
に
向
か
う
消
防
隊
員

（
令
和
元
年
10
月
13
日
撮
影
）

町
職
員
に
よ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
・

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
立
て
訓
練

避
難
時
の
課
題 

浮
き
彫
り
に

水害時の避難所・車両等避難場所

避難所
鳥見山体育館（車での移動が可能な場合）
成田保健センター（徒歩での避難や緊急時）
老人福祉センター（支援が必要な方）

自家用車
避難場所 鳥見山公園北側駐車場

農業用車両
避難場所

町道成田 329号線付近（小型のもの）
鳥見山公園北側駐車場（大型のもの）


